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「
助
け
合
い
学
び
合
っ
て
い
く
こ
の
町
で
」

阿
部
真
理
菜
（
星
野
）

発
見
い
っ
ぱ
い
食
の
探
検
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農
作
業
で
学
ん
だ
「
食
」
と
「
い
の
ち
」

小
学
生
を
対
象
に
五
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

体
験
教
室
「
わ
く
わ
く
食
の
探
検
隊
」。
隊
員

た
ち
は
、
一
年
を
通
じ
て
農
作
業
を
行
い
な
が

ら
「
食
」
と
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
食
の
探
検
隊
」

は
、
九
人
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
な
ど
が
参
加
し
、
五
月
か

ら
全
八
回
の
日
程
で
、
大
豆
な

ど
四
種
類
の
豆
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
を
体
験
し
た
ほ
か
、

Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
環
境
学
習
や

納
豆
工
場
見
学
、
豆
を
使
っ
た

お
や
つ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
野
菜
は

ほ
と
ん
ど
店
先
や
台
所
で
し
か

見
た
こ
と
が
な
い
人
も
あ
り
、

畑
で
の
作
業
や
野
菜
が
成
長
し

て
い
く
様
子
に
、
た
く
さ
ん
の

発
見
や
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。「
家
に
帰
り
、
そ
の
日
の

こ
と
を
教
え
て
、
家
族
と
の
会

話
が
増
え
た
」「
食
べ
物
を
粗

末
に
し
な
い
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
年
で「
自
然
の
恵
み
」

と
「
労
働
の
尊
さ
」
に
気
付
い

た
子
ど
も
た
ち
。
最
終
回
（
三

月
五
日
開
催
）
は
、
豆
腐
作
り

に
挑
戦
し
ま
す
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら

枝
豆
を
収
穫
（
第
４
回
）

納
豆
の
生
産
工
場
（
盛
岡
市
）

を
見
学
（
第
５
回
）

収
穫
し
た
青
豆
で
「
豆
す
っ
と

ぎ
」
作
り
に
挑
戦
（
第
６
回
）

種まきの様子（第１回）

私は、くずまき高原牧場で行われた「ス

ノーワンダーランド2006」にボランティア

スタッフとして参加し、県内外から集まっ

た20人の小中学生の自然体験活動をサポー

トしました。はじめは不安な気持ちでいっ

ぱいでしたが、「マナティ」という私のキャ

ンプネーム（ニックネーム）もすぐに覚え

てもらい、参加者と気

軽に話すことができま

した。でも、スタッフ

としての参加だったの

で、子どもたちと一緒

になって楽しむばかり

ではなく、時には指導

しなければならない場面もあるのだと、気

付かされました。ここで学んだことを無駄

にせず、これからの活動に生かしていきた

いです。

ジュニアリーダー活動リポート

自分も成長したスノーワンダーランド
高家愛美

まなみ

さん（鐚巻中2年）


